
 

  

 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○妊娠中の飲酒は、お腹の赤ちゃんの発育に影響を及ぼします。妊婦の飲酒率は、 

２．９％となっており、愛知県の３．８％に比べると低い値ですが、目標値の０％に

は達していません。 

○未成年者の飲酒は法律で禁止されています。未成年者の飲酒者は減少していますが、

依然として、一部の未成年飲酒者がいます。  

○節度ある飲酒について知っている人の割合は、平成１４年度の３９．５％に対し、平

成２１年度では４１．６％と増加傾向にあります。また、愛知県３１．８％に比べて

も高い値にあります。（図１） 

○多量飲酒者(１日平均約６０ｇを越える飲酒者)は、平成１４年度の１４．３％に対し、

平成２１年度では１３．７％と減少傾向にあります。 

図１ 
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⑤ アルコール 

「生活習慣関連アンケート(H22)より」 

 

｢節度ある適度な飲酒｣とは、１日平均純アルコールで約２０ｇ程度です。 

なお、下記の点に留意し、節度ある飲酒を心がけましょう。 

●女性は男性よりも少ない量が適当です。 

●少量の飲酒で顔面紅潮を来たすなどアルコール代謝能力が低い者では通常の代謝能

力を有する人よりも少ない量が適当です。 

●６５歳以上の高齢者においては、より少量の飲酒が適当です。 

●アルコール依存症者においては適切な支援のもとに完全断酒が必要です。 

●飲酒習慣のない人に対してこの量の飲酒を推奨するものではありません。 

参考 1 日平均純アルコールで約 20ｇのお酒への換算目安 

ウｨスキー

ブランデー

中瓶1本程度 1合180ml ダブル60ml 0.5合90ml 2杯240ml

ワイン
お酒の種類

ビール 清酒 焼酎（35度）

 

 

健康豆知識 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

○妊娠中の飲酒率０％の達成に向け、知識の普及を図る必要があります。 

○未成年の飲酒を減らすため、大人がその害を知り、未成年者の飲酒を止めさせる必

要があります。そのためには、こどもたちの飲酒を家庭や地域で止めさせる姿勢が

必要です。また、学校における教育の継続が必要です。 

○｢節度ある適度な飲酒｣を知ることは、心身の健康を守るために大切であり、知識の

普及を図る必要があります。 

○多量飲酒による心身の健康被害を知り、からだに及ぼす影響の知識普及を図る必要 

があります。 

○休肝日の必要性に関する知識の普及に努める必要があります。 

 

 

 

飲酒経験者の内未成年であることを指摘された経験がある
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未成年における飲酒場所(複数回答)
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